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序文

　日本国政府は、フィリピン共和国政府の要請に基づき、同国のマヨン火山地域総合防

災計画にかかる開発調査を行うことを決定し、国際協力事業団がこの調査を実施いたし

ました。

　当事業団は、平成 10年 9月から平成 12年 10月までの間、4回にわたり日本工営株

式会社の佐藤秀樹氏を団長とし、同社及び株式会社コーエイ総合研究所から構成され

る調査団を現地に派遣しました。

　また、平成 10年 9月から平成 12年 10月までの間、国際協力事業団の渡辺正幸国際

協力専門員を委員長とする作業監理委員会を設置し、本件調査に関し、専門的かつ技

術的な見地から検討・審議が行われました。

　調査団は、フィリピン共和国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における

現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。

　この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の発展に

役立つことを願うものです。

　終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げま

す。

平成 12年 10月

国際協力事業団

総裁　斉藤邦彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



平成 12年 10月

国 際 協 力 事 業 団

総裁  斉 藤 邦 彦 殿

伝伝伝伝            達達達達            状状状状

        

今般、フィリピン国マヨン火山地域総合防災計画調査を終了致しましたので、ここに最

終報告書を提出し、御報告申し上げます。

本報告書は、フィリピン国ルソン島東端域のアルバイ州東側に位置する活火山である

マヨン山周辺地域における総合防災計画調査（マスタープラン及びフィージビリティ

調査）にかかる調査結果を記述しております。

本調査は、6～10 年の間隔で噴火活動を繰り返しているマヨン火山の周辺地域の住

民とその資産を守る為、ハード対策に加え、ソフト対策を含めた総合的な防災計画マ

スタープランを策定し、さらにそこで選定された優先プロジェクトにかかるフィージビリ

ティ調査（F/S）を実施したものであります。

本報告書を提出するにあたり、全調査期間にわたり、多大なご支援と御助言を賜った

貴事業団、貴事業団フィリピン事務所、在フィリピン日本大使館、ならびにフィリピン政

府諸機関の関係者各位に対し、心から感謝の意を表すものであります。本調査の結

果がフィリピン国の今後の発展にいささかでも貢献できることを切に願う次第でありま

す。

佐藤 秀樹

フィリピン国マヨン火山地域総合防災計画調査団長
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